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　このように多くのエクアドル、日本そして世界中から来られた皆さんと、平和のための市民の協力について話し合いをもてることをたいへん嬉しく思います。

　日本は、第二次世界大戦後、平和憲法を手にしました。これは、戦争の無数の犠牲の上に成り立つ「不戦の誓い」でした。日本の軍部が主導したアジア太平洋に対する支配と戦争の中で、２０００万人の命が奪われました。そして１９４５年８月にはアメリカによって広島と長崎に原子爆弾が投下され、２０万人以上の命が瞬時に奪われました。「二度とこれらの惨害を繰り返してはならない」という決意のもと、世界に対する約束として、日本の平和憲法は生まれたのです。このような思いを世界の皆さまと分かち合うために、今回ピースボートは、広島・長崎の原爆の生存者であるヒバクシャ１０名の皆さまとともに旅をしてきました。

　この平和憲法が公布されてから、一昨日で６３年が経ちました。日本国民は、この平和主義の基本理念を、今日まで支持してきました。

　日本の平和憲法の中心は、憲法９条です。憲法９条は、国際紛争を解決する手段としての戦争を永久に放棄しています。そして、陸・海・空軍その他の戦力は保持しないと定め、国の交戦権を否定しています。また憲法前文は、平和は人々の権利であるという考え方をうたっています。

　しかし、この平和憲法にもかかわらず、日本は１９６０年の日米安保条約のもとでアメリカと軍事同盟関係を結んでいるという点です。日本には数多くのアメリカ軍基地があり、日本はアメリカの核抑止力に依存するという政策をとっています。日本は、最小限の自衛力は憲法の禁じるところではないという解釈のもとで、自衛隊を設置し、この自衛隊がアメリカ軍への協力関係を年々深めています。

　沖縄をはじめとする在日米軍の周辺では、アメリカ軍基地によってもたらされるさまざまな被害を告発し、基地に反対する運動が取り組まれてきました。それでも、日米安保条約そのものは維持されてきました。平和憲法をもちながらアメリカ軍の存在を容認するという、矛盾した関係が、今日の日本にはあるのです。

　それでは日本は、今後も、この矛盾した矛盾をこのまま続けていくのでしょうか。私はそうは思いません。実際には、日米の軍事協力関係は、変化をみせています。

　ブッシュ大統領は、アフガニスタンやイラクなど世界中で戦争を繰り広げ、世界中の国々に対し戦争への協力を求めてきました。日本の自衛隊も、イラクに派兵しました。これまで「自衛」のためだけのものと説明されてきた自衛隊が、アメリカの世界規模の戦争のなかに組み込まれていく姿が明らかになってきました。このような状況に対して、これまで以上に多くの国民が疑問を感じ始めるようになりました。

　オバマ大統領にかわると、新たな局面が生まれました。それは、オバマ大統領が「核のない世界」をめざすと宣言し、核軍縮に舵をきったことです。アメリカが核兵器を減らしていこうとする姿を見て、日本の指導層のなかの保守派は、アメリカがいずれ日本を守ってくれなくなるのではないか、と慌て始めました。「核兵器をはじめとするアメリカの軍事力が日本を守る」という神話が崩れかけていくのです。

　今までどおり「アメリカへの依存・一辺倒」ではいられない。このような意識を、多くの人が持ち始めています。日本はいま、転換期にあります。平和のための新しいモデルを、人々は求めているのです。

　こうしたなかで私たちは、エクアドルをはじめ、コスタリカや、ボリビアや、あるいはＵＮＡＳＵＲ（南米諸国共同体）に集う多くのラテンアメリカ諸国の間で、平和憲法を支持する動きが高まっていることを、感激をもって注目しています。今こそ、私たちは連帯しなければなりません。

　昨年５月、「戦争廃絶のための９条世界会議」が日本で開催され、４２カ国から３万人以上が集まりました。参加者たちは、日本の憲法９条を国際平和メカニズムとして活用していこうと宣言しました。

　東アジアのＮＧＯはネットワークをつくり、日本の憲法９条の考え方に立脚した、新しい地域平和共同体をつくろうという運動をはじめています。そして、東アジアに非核地帯をつくろうという提案しています。世界で最初に非核地帯を形成したラテンアメリカの経験から、私たちは学んでいきたいと考えています。

　今年７月、ピースボートがコスタリカに寄港した際、平和憲法に関する会議を開催し、成功をおさめました。その会議では、日本やコスタリカの平和憲法が、「資源の軍備への転用を最小限にする」と定めた国連憲章２６条を強化するものであることが議論されました。そして、平和憲法を広げいかしていくための国連決議を準備しようという提案もなされました。

　日本の平和憲法が２０世紀の戦争体験に基づく「不戦の誓い」であるとするならば、いまラテンアメリカで起きている平和憲法のうねりは、２１世紀の暴力や不公正に対する新しいシステムの提案であると思います。この２つが結びつき、新しいモデルを世界に確立する必要があります。

　いまだに世界を支配する冷戦思考や、軍事力の均衡が安全をつくりだすという発想は、時代遅れであります。そのような発想では、私たちの未来を切り開くことはできません。人間にねざした、地球規模の、普遍的かつ平和の考え方を発展させましょう。軍事力の支配から人間を解放していくために、ともに手を携えていきたいと思います。

　ありがとうございました。
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